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一

論文内容要旨

序

 南九州周辺海域の底生有孔虫の生態に関する基礎的データの蒐集とともに群集解析の方法を

 確立することを目的として,1977年以来,鹿児島湾の現生底生有孔虫遺骸・生体群集について

 生態学的解析を行なってきた。その結果,鹿児島湾における底生有孔虫群集と環境,とくに水

 塊との間に良い対応を認めた。以下に,この研究により明らかにした点を記述する。

 研究に使用した146点の表層堆積物試料は,柱状採泥器によって採集し,その中から86点を選

 んで有孔虫の群集解析に使用した。生体群集については,ローズベンガル法によって染色し解

 析を行なった。また,堆積物の粒度組成は沈降法(エメリ一管法,ピペット法)によって求め

 た。海洋学的データは,主に鹿児島大学水産学部が隔月に行なう海洋観測結果を用いた。

 有孔虫および堆積物の一般的傾向

 1.海洋観測および粒度分析の結果から,湾口部・湾中央部の東側(大隅半島側)では北へ,

 西側(薩摩半島側)では南への流れが卓越する。また,湾中央部の表層・中層付近には反時

 計廻りの流れが推定される。

 2.Phleger(1951)は,底生有孔虫の総個体数(遺骸+生体)に対する生体の比率(L/丁値)

 が採集地点間の相対的堆積速度を表わすとした。しかし,この値には,採集地点の周辺域か

 ら底層流によって搬入され堆積した有孔虫殻が含まれているために,この方法では実際の速

 度より低く見積られることになる。そこでこの欠点を取り除くために,生体の存在が認めら

 れた種についてのみ総個体数(T1)を求めることとし,これをLIT1値として提唱した。この

 L〆T1値を考慮して,単位時間に堆積した底生有孔虫,浮遊性有孔虫,放散虫の個体数を概算

 した。

 3.外洋,湾口部,湾中央部の各地点における有孔虫の総個体数当りの浮遊性有孔虫の比率は,

 外洋水との交換が規制されている海域の地点を除くと,水深と調和的で,地点群はある二次

 曲線にほぼ回帰される。外洋水の影響の少ない湾中央北東部,湾奥部では,浮遊性有孔虫殻

 は少ない。特に,湾奥東半部,北西部では火山性海底噴気に起因する酸性水塊の影響を被っ

 て皆無である。

 4.底生有孔虫の個体数は外洋から湾奥部へむかって少なくなる傾向を示す(外洋二

 767-13741:湾口部:89-13791:中央部:52-101041湾奥部:5-585)。種数も,遺骸と生体を

 あわせた全群集と生体群集ではやや異なるものの外洋から湾興部へむかって少なくなる傾向

 は変らない(外洋:58-60:湾口部:49-72;中央部:21-63:湾奥部:11-49)。

 5.膠着質殻有孔虫の産出頻度は,湾奥部へむかって多くなる(外洋:2、2～14.4%;湾口部・

 湾中央部:10.4～34.5%;湾奥部:7.7～100%)。特に酸性水塊の影響下にある湾奥東半部で

 は,71.4～100%にも達する。

 一422一



 6.磁器質殻有孔虫は,粗粒堆積物(Mdφ:0-3φ)が分布する外洋・湾口部および湾中央部の

 沿岸域において4.8～20.5%の高い産出頻度を示す。

 底生有孔虫群集と環境との対応

 1.鹿児島湾においては,次のような5つの異なった水塊が認識される(第1表)。

 (a)外洋・湾口東半部・湾中央南東部の表層・中層水(黒潮から枝分れした外洋水)。

 (b)湾中央北東部,薩摩半島沿岸域を除く湾中央部の表層・中層水(外洋水と塩分濃度のや

 や低い湾内水との混合水塊)。

 (c)薩摩半島沿岸域および湾奥部の50m以浅に分布する表層水(河川水の流入によって塩分

 濃度が低くなった水塊)。

 (d)湾中央部の100m以深の海盆に分布する深層水(停滞し,外洋水との混合がやや規制され

 ている水塊)。

 (e)湾興部の50m以深に分布する深層水(南西部では,桜島西側水道を通じて湾中央部の水

 塊が流入している。また,東半部では,極寒期を除いて弱い酸性水塊になっている)。

 これらの水塊の分布状況にもとづいて鹿児島湾の海底付近の環境は次の7つに区分される。

 1)外洋水(a)の影響下にある,外洋および湾口部・湾中央南東部の大隅半島沿岸域。

 II)やや塩分濃度の低い水塊(c)の影響下にある鹿児島市から指宿へ至る沿岸域。

 HI)塩分濃度の異なった2つの水塊(a)と(c)との境界付近に相当する湾口部の最深部。

 IV)塩分濃度の異なった2つの水塊(b)と(c)との境界付近に相当する,湾中央部薩摩半島側に

 発達する100m以浅の平坦面縁辺部。

 V)停滞した水塊(d)の影響下にある湾中央部の海盆底。

 VI)桜島西側水道を通じて,弱いながらも湾中央部の水塊の流入が認められる,停滞した水塊

 (e)の影響下にある湾奥部南西部。

 VII)停滞した,酸性水塊(e)の影響下にある,VI)の海域を除いた湾奥部。

 2.鹿児島湾の底生有孔虫群集について,構成種の産出頻度をもとに,クラスター解析を行なっ

 た結果,6グループ,13サブグループに分けられた(第1図)。これらのクラスター群集は,

 上記の環境に対応して5っの群集にまとめることが出来る。

 A群集

 優勢種:Ciゐ'6」40f48sρs8κ40,`ngω伽アz2∫s,α0600αssiゴz`liηα07彪ng認σ如,Pom6αss励`1初。

 σ乙でαsゴ。α吻α!α,Flo7ぬs加砂ε雇～`s,1)♂sご07δガs雁簾

 外洋水の影響下にある海域1に認められる。この海域の塩分濃度は,一年を通じて高い(水

 深50mで33.2脇,75mで33.5%1,100mで34.2%も以上)。水温は水深100mでは一年を通じて

 14.4～17.7℃の安定した値を示す。底質は,湾内に流入する外洋水の強い流れの影響を受けて

 砂(Mdφ:一〇.3～3.3φ)である。
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 B群集

 優勢種:αyn必σ」ゆ07名2"αh8,り¢f幼h磁ガ。¢βzイ痂初n211π8'磐石η傭sln昭,Bo伽魏αoプ4魏σフ宛,

 P70'召な)hi4才祝1?2s6hn2ガ〃1,Ps召z`40苑。,zfoフ2ノα1)onガoz∫窺

 やや塩分濃度の低い水塊の影響下にある海域IIに認められる。この海域の水塊は,湾奥部沿

 岸域から鹿児島市へ至る海岸に河口を持つ河川の影響を受けて,一年を通じて大隅半島側と比

 較して塩分濃度が低い。また,この水塊は,鹿児島市の生活用水の流入によって富栄養になっ

 ている。

 C群集

 優勢種:U惚ε吻αか励oso1惚α搬ゴ召soons,B3'1∫7n碗θ"2θ11gfノ¢αれ,G'o加。θss勲面昭。,伽n-

 9㍑磁α

 塩分濃度の異なった2つの水塊の境界付近に相当する海域IIIとIVに認められる。幅の狭い湾

 口部域IIIでは,主に東半部を通じて流入する外洋水と,西半部を通じて流出する湾内水との境

 界面に発生する下降流によって濃集されたと考えられる粘土のため,この境界付近の底質は粘

 土質砂あるいは砂質粘土となり異常な粒度組成を示す。一方,湾中央部域IVでは,性質の異な

 る二つの水塊の境界付近に潮目が認められるが,この潮目は,日,季節によって移動・消長が

 著しく,この境界付近の海底には,湾口部で見られた粘土の濃集は認められない。海域IIIとIV

 の海底付近では,境界面に発生する下降流によって浮遊性生物の遺骸が濃集し,その分解によっ

 て海底付近の酸素が低くなっていると考えられる。

 D群集

 優勢種:B繭吻劾0別名㎎∫n伽

 停滞した水塊の影響下にある海域V,VIに認められる。これらの海域の海盆に停滞する水塊

 の水温,塩分濃度は一年を通じて安定しており,水深150mでは,水温が14.4～17.8℃,塩分濃

 度が34.0～34.8%もの極めて安定した値を示す。

 E群集

 優勢種:聰6泥磁sOの昭

 停滞した,酸性水塊の影響下にある海域VIIに認められる。150m以深では,水温・塩分濃度は

 年間を通じて安定している(水温:14.5～17,6℃1塩分濃度:33.6～34.5%る)。湾奥北東部の海

 盆底付近では溶存酸素量の季節変化が著しく,夏から秋にかけて0.28～3.0の低い値を示す。

 3.分類学的記載の章においては,統一的な形式のもとに130属317種の記載を行った。このう

 ちに12新種2亜種が含まれる。さらに特徴的なタクサ33種について,それらの分布を詳述し

 た。
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 舖嚇艦ゴ

 論文審査の結果の要旨

 現在の海洋底に生息する有孔虫の生態と生物地理区に関する知識は,化石底生有孔虫の古生

 態の解明ひいてはそれによる古海底環境の復元にとって不可欠である。日本列島周辺海域にお

 ける現生有孔虫の調査研究は,すでに1930年代に先鞭を付けられているものの,いまだに不十

 分で解明が行き届かぬ状態にある。大木公彦提出の論文は,九州南部の鹿児島湾を対象に,1972

 年より1979年までの期間に,3回にわたって自らPhleger式ピス!・ン・コアラーを用いて採泥

 した149測点の海底表層堆積物の試料について,それらに含まれる底生有孔虫の生体および遺骸

 群集の定量的解析を行い,その結果と諸海洋学的パラメータならびに底質の粒度組成との関連

 を追求し,有孔虫群集と海洋環境,特に水塊との間の対応関係を明らかにしたものである。

 鹿児島湾は桜島を構成する火山により湾奥部と湾主部に分けられた特殊な地形を呈している

 が,本研究ではこれによって複雑化している湾内の底層流の速度と方向を底質の粒度組成およ

 び海洋観測資料より推定した。また,堆積物の沈積速度を測る相対的尺度として,一定量の表

 層堆積物中に含まれる底生有孔虫の生体数と遺骸を含む総個体数との比率が従来用いられてき

 たが,本研究では対象とする遺骸を“生体の存在が認識できる種"のものにのみ限定するよう

 比率の計算方式を改良し,この結果を湾内の底生環境区分の一つの目安とした。鹿児島湾にお

 ける以上のような諸要素を考慮して区分した7底生環境区,および海洋観測に基づき区分した

 5水塊の分布と,底生有孔虫の全群集並びに生体群集についてのタラスター解析の結果とを対

 照・検討し,各水塊に対応する異種個体群〔hlterspecificpopulation)A-Eの存在を論じた。

 さらに後半の系統分類学的記載の章では,鹿児島湾に生息する130属,317種(12新種・2亜

 種を含む)について記載を行うとともに,主要な33種の湾内における分布状況の詳細を三次元

 的表現法を用いて明かにした。

 以上のような南九州の代表的海湾である鹿児島湾における組織的な群集生態学的調査に基づ

 く分布と環境要因群との関連に関する考察と,その構成種についての詳細な分類学的検討は,

 日本列島の黒潮系底生有孔虫群の解明に著しく貢献したものと評価される。これは大木が自立

 して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示すものであり,よって大

 木公彦提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。

 一427一
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